
（
１
）

倣
始
仏
牧
を
代
淡
す
る
俄
脱
を
上
げ
る
と
す
れ
ば
、
四
締
脱
と
「
雛
常
・
苫
・
猟
我
」
税
、
》
て
れ
に
縁
起
税
と
な
る
と
い
う
こ
と
は
だ

れ
し
も
異
論
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
雌
始
仏
教
経
典
の
巾
で
は
、
緑
起
説
が
他
の
教
説
に
比
べ
て
、
少
々
特
異
な
位

世
づ
け
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
余
り
注
意
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
欄
で
は
、
・
葦
ず
縁
起
説
の
特
質
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
意

味
す
る
と
こ
ろ
を
考
察
し
て
み
た
い
。

ま
た
、
そ
の
特
斑
か
ら
す
れ
ば
、
災
は
鰍
起
税
を
「
緋
超
脱
」
と
し
て
一
ま
と
め
に
理
解
す
る
よ
り
も
、
理
法
と
し
て
の
『
絨
起
」
と
、

そ
れ
を
元
に
説
か
れ
た
教
説
と
し
て
の
、
十
二
縁
起
を
典
型
と
す
る
「
縁
起
税
」
と
を
区
別
し
て
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

の
で
、
続
い
て
こ
れ
を
讃
征
し
て
み
た
い
と
思
う
。

の
で
、腱１
０

（
１
）
逝
術
一
一
一
法
印
あ
る
い
は
凹
法
印
と
呼
ば
れ
る
が
、
そ
れ
が
不
適
当
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
左
肥
紛
文
を
参
照
さ
れ
た

い
。
「
原
始
仏
教
に
お
け
る
無
蹴
・
群
・
無
我
魂
に
つ
い
て
ｌ
そ
の
溢
科
整
即
」
『
大
介
山
鏑
災
」
第
二
側
大
介
桁
抑
文
化
研
究
所
昭
和
四
九
年
三
月

は
じ
め
に

縁
起
と
縁
起
説
〔
凸

森
噸
剛
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お
艇
の
よ
う
に
、
理
法
と
し
て
の
繊
起
と
、
教
脱
と
し
て
の
十
二
縁
起
税
と
は
一
応
区
別
し
て
捉
え
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
が
、
と
り
あ
え
ず
は
こ
の
両
方
を
区
別
し
な
い
で
、
「
縫
起
」
と
我
肥
し
て
以
下
の
翁
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

さ
て
原
始
仏
教
経
典
に
お
い
て
与
え
ら
れ
た
「
縁
起
」
の
特
質
の
第
一
は
、
先
に
乖
者
が
「
原
始
仏
教
に
お
け
る
真
実
と
人
間
観
」

上
・
下
（
『
平
和
と
宗
教
』
第
七
号
、
第
八
号
庭
野
平
和
財
団
昭
和
六
三
年
一
二
月
、
平
成
元
年
七
月
）
に
お
い
て
指
摘
し
た
よ
う

に
、
四
諦
説
と
「
無
常
・
苫
・
無
我
」
説
が
真
実
（
い
：
３
》
二
己
冨
一
己
二
】
画
）
と
捉
え
ら
れ
、
百
二
夢
目
薗
ヨ
園
）
冒
画
こ
せ
よ
と
教
え

ら
れ
る
の
に
、
不
思
扱
な
こ
と
に
「
縁
起
」
は
そ
う
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
よ
う
す
る
に
「
縁
起
」
は
⑩
：
８
．
》
百
百
・
目
（
富

な
ど
で
我
さ
れ
る
「
典
火
」
と
は
肥
擁
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
、
そ
の
「
典
災
」
を
「
典
突
」
の
ま
ま
に
如
災
に
知
見
せ
よ
と
も
教
え
ら
れ

る
と
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
こ
と
は
原
始
錘
典
に
お
い
て
、
「
縁
起
」
が
次
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
関
連
す
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
「
縁
起
」

が
撰
深
で
あ
っ
て
、
難
見
で
あ
る
と
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

□
三
・
］
切
言
凹
一
】
萱
ご
凹
息
’
⑫
。
（
ご
・
一
・
障
已
・
認
）
や
⑩
Ｚ
・
］
⑬
‐
＆
（
ご
Ｃ
ｌ
・
い
□
・
侭
‐
患
）
、
あ
る
い
は
災
阿
含
一
大
本
綴
（
大
正
一

、
七
山
Ｉ
下
）
、
中
河
合
九
七
大
凶
綴
（
大
正
一
瓦
五
七
八
中
’
五
八
○
上
）
、
琳
一
河
合
四
九
’
五
（
大
正
二
ｍ
七
九
七
巾
Ｉ
下
）

は
、
珂
雌
が
織
起
の
法
が
終
深
難
解
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
け
れ
ど
も
、
自
分
に
は
そ
う
は
思
わ
れ
な
い
と
い
う
の
を
た
し
な
め
ら
れ
た
も

の
で
あ
り
、
パ
ー
リ
文
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。

「
こ
の
練
起
は
艦
深
で
あ
り
（
恩
三
一
〕
｜
】
】
国
）
、
越
深
の
相
（
圏
ヨ
ラ
ー
ヨ
】
・
響
呂
颪
閏
）
あ
り
。
こ
の
法
（
己
盲
目
昌
勤
）
を
覚
ら
ず
、
通

、
「
縁
起
」
の
特
性
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ま
た
「
ア
ー
ラ
ヤ
を
楽
し
み
、
ア
ー
ラ
ヤ
を
喜
び
、
ア
ー
ラ
ヤ
を
喜
悦
す
る
人
々
に
は
、
こ
の
こ
と
わ
り
、
す
な
わ
ち
此
縁
性
（
一
：
‐

弓
：
３
舌
国
）
、
縁
起
は
見
薙
い
」
と
い
う
定
型
句
が
あ
り
、
こ
れ
は
、
ぐ
ご
畠
図
昌
勢
冨
冒
時
自
（
ご
Ｃ
ｌ
・
岸
已
．
。
）
》
□
三
・
】
』
冨
色
爵
・

高
愚
息
，
⑩
．
（
『
ｏ
一
・
』
己
・
学
】
‐
鵠
〉
や
、
五
分
律
巻
一
五
（
大
正
一
一
二
頁
一
○
二
下
）
、
長
阿
合
一
大
本
経
（
大
正
一
頁
七
中
－

下
）
に
見
出
さ
れ
、
菖
Ｚ
・
思
鈩
『
ご
答
胃
弓
⑩
圏
息
’
⑪
．
（
『
。
］
・
』
ご
・
］
ｓ
）
．
②
Ｚ
．
⑤
‐
』
（
ご
◎
一
・
・
Ｐ
】
患
）
や
地
一
阿
含
一
九
’
一
（
大

正
一
一
頁
五
九
三
上
）
は
有
支
縁
起
を
持
た
な
い
け
れ
ど
も
こ
の
句
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
釈
尊
の
成
道
記
事
の
中
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る

か
ら
、
同
時
に
、
し
た
が
っ
て
釈
聯
（
そ
の
他
の
仏
）
は
自
ら
の
悟
っ
た
こ
の
縁
起
の
法
ａ
盲
目
目
色
）
を
衆
生
に
説
く
こ
と
を
鰯
蹄
さ

（
１
）

れ
た
、
》
て
こ
で
梵
天
が
説
法
を
勘
謝
し
た
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
『
縁
起
」
は
甚
深
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
弟
子
た
ち
に
と
っ
て
は
難
解
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
釈
覗
は
こ
れ
を
説
く
こ
と

を
鴎
曙
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
も
う
一
つ
の
特
質
と
し
て
、
釈
尊
な
い
し
仏
の
成
道
の
内
容
と
し
て
の
「
縁
起
」
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
資
料
は
二
麺
類
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
、
釈
尊
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
仏
の
「
仏
伝
」
中
の
菩
提

樹
下
で
の
成
迦
記
事
を
語
る
も
の
と
、
一
般
的
に
未
だ
正
覚
を
得
な
い
菩
薩
で
あ
っ
た
と
き
に
縁
起
を
悟
っ
た
と
す
る
も
の
に
な
る
。
し

た
が
っ
て
前
者
に
は
省
略
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
縁
起
の
法
は
鶴
深
で
あ
っ
て
、
だ
か
ら
脱
法
を
蹴
略
さ
れ
た
と
い
う
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
続
く
も
の
と
考
え
て
よ
い
。
前
者
タ
イ
プ
に
は
、
く
冒
菖
“
三
四
嵐
ご
潰
恩
（
ご
Ｃ
ｌ
・
』
で
。
】
）
。
、
ｚ
・
］
碑
‐
』
・
印
・
Ｐ
『
・
的
『
し
・
Ｓ

途
し
な
い
が
ゆ
え
に
、
人
々
は
糸
が
も
つ
れ
た
よ
う
麹
生
存
Ｉ
（
略
）
Ｉ
醤
処
、
霧
騨
縢
鐘
処
の
績
麺
蓬
超
過
し
え
通
い
」

と
。
ま
た
椣
訳
（
墹
一
阿
含
四
九
－
五
）
で
は
、

「
我
初
成
仏
道
、
思
惟
十
二
因
縁
、
降
伏
腿
官
風
、
以
除
無
明
而
得
慧
明
、
諸
閥
永
除
無
座
垢
扣
又
三
嘘
十
二
脱
此
縁
本
時
即
成
党

逝
。
以
此
方
便
知
十
二
縁
法
極
為
纏
深
、
非
術
人
所
能
宣
柵
」

逆
。
ｗ

と
い
一
つ
。
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そ
し
て
こ
れ
が
ひ
い
て
は
阿
昆
達
磨
に
お
い
て
は
、
仏
の
成
道
は
『
縁
起
」
を
観
察
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
弟
子
た
る
声
川
の
悟
り
は

「
縁
起
」
を
観
察
す
る
こ
と
に
は
な
く
、
四
締
の
現
観
で
あ
る
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
「
縁
起
」
は
、
甚
深
難
解
な
も
の
で
あ
っ
て
、
し
た
が
っ
て
釈
尊
な
ど
仏
に
し
か
観
察
し
え
な
い
も
の
で
あ
り
、
こ
の

た
め
釈
尊
は
こ
れ
を
説
く
こ
と
を
鰯
篭
さ
れ
た
。
そ
こ
で
梵
天
が
説
法
を
勧
講
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
し
か
る
に
初
転
法
輪
経
に
お
い
て

は
、
こ
れ
に
応
え
て
説
か
れ
た
の
は
「
縁
起
」
で
は
な
く
四
諦
説
で
あ
り
、
無
常
・
苔
・
無
我
税
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
も
縁
起
と
四
締
税

お
よ
び
無
常
・
箸
・
無
我
説
と
の
相
述
が
現
れ
て
い
る
。

四
諦
説
は
「
諸
々
の
仏
の
説
く
岐
勝
の
教
え
（
冒
目
颪
目
己
圏
目
昊
冒
己
⑩
『
颪
。
｝
】
包
己
目
且
⑦
⑩
目
凹
）
」
「
猪
仏
常
法
」
「
措
仏
所
説

（
３
）

正
要
」
「
諦
仏
如
来
定
所
税
法
」
と
さ
れ
る
ご
と
く
、
明
．
ｂ
か
に
弟
子
た
ち
に
説
き
示
す
た
め
の
教
え
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
無
常
・

苫
・
無
我
説
の
も
っ
と
も
典
型
的
で
も
っ
と
も
古
い
型
は
、
無
常
と
苦
と
無
我
の
三
者
が
問
答
体
で
説
か
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が

（
４
）

「
問
答
鎧
（
已
具
冒
巨
、
、
颪
百
斤
颪
）
』
と
か
「
問
答
の
鯛
練
（
口
臭
ご
巨
月
冨
昌
己
威
）
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
も
明
ら

か
に
弟
子
た
ち
に
説
き
示
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
形
成
さ
れ
た
教
説
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
縁
起
」
は
そ
の
性
枯
に
お
い
て
、
四

諦
説
、
無
常
・
苦
・
無
我
説
と
は
大
き
な
相
違
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
判
る
で
あ
ろ
う
。

次
に
「
線
起
」
の
特
性
と
し
て
、
有
無
・
断
術
・
卿
作
他
作
な
ど
の
辺
見
に
か
か
わ
る
鉦
問
に
直
接
答
え
ず
に
、
縁
起
脱
が
両
極
端
を

（
ご
◎
一
・
瞳
。
．
ｍ
‐
】
骨
）
・
巨
色
。
（
ロ
．
ご
『
□
Ｚ
・
匡
三
、
一
】
豐
卸
鼠
息
‐
⑰
．
（
『
。
］
．
⑬
ご
・
②
〕
‐
韻
）
、
五
分
律
巻
一
五
（
大
正
二
一
一
頁
一
○
二

下
）
、
奨
阿
合
一
大
本
経
（
大
正
一
頁
七
山
－
下
）
、
雑
阿
合
三
六
九
（
大
正
二
瓦
一
○
一
中
Ｉ
下
）
、
雑
阿
含
三
六
六
（
大
正
二

頁
一
○
一
上
）
が
あ
り
、
後
者
タ
イ
プ
に
は
ｍ
ｚ
・
］
闇
‐
＄
（
『
◎
一
・
国
己
．
］
三
‐
Ｓ
ｍ
）
、
地
｜
阿
含
三
八
－
四
（
大
正
二
頁
七
一
八
上
Ｉ

中
）
、
墹
一
阿
含
四
九
－
五
（
大
正
二
瓦
七
九
七
中
Ｉ
下
）
、
雑
阿
含
二
八
七
（
大
正
一
一
頁
八
○
下
）
、
雑
阿
含
二
八
五
（
大
正
二
頁

（
２
）

八
○
上
－
小
半
）
が
あ
る
。
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離
れ
た
中
道
と
し
て
示
さ
れ
る
（
目
昌
一
】
⑤
】
】
四
二
国
ヨ
ョ
色
ヨ
烏
⑬
曾
一
）
こ
と
を
上
げ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
パ
ー
リ
又
の
代
表
例
は

（
⑪
Ｚ
・
】
哨
Ｉ
鼠
）
、

カ
ッ
チ
ャ
ー
ャ
ナ
よ
、
一
切
は
存
在
す
る
と
い
う
の
は
、
一
つ
目
の
極
端
で
あ
り
、
一
切
は
存
在
し
な
い
と
い
う
の
は
二
つ
目
の
極

端
で
あ
る
。
カ
ッ
チ
ャ
ー
ャ
ナ
よ
、
こ
れ
ら
二
つ
の
概
端
に
近
ず
か
な
い
で
、
如
来
は
中
近
に
よ
っ
て
法
を
挽
く
（
目
昌
一
冨
冒
旦
冨
，

…
ョ
…
ｅ
・
撫
馴
に
よ
っ
て
行
あ
り
、
行
に
よ
っ
て
蕊
あ
り
、
Ｉ
こ
の
よ
う
に
し
て
こ
れ
ら
す
べ
て
の
醤
の
樂
憲
り
が
生
起

す
る
．
鱗
馴
の
残
り
な
き
繼
貧
・
減
に
よ
っ
て
行
の
鍼
あ
り
、
行
繊
す
る
が
ゆ
え
に
、
職
減
す
、
Ｉ
こ
の
よ
う
に
し
て
こ
れ
ら
す
べ

て
の
苦
の
染
ま
り
が
減
す
る
」
と
。

一
方
に
坐
っ
た
カ
ッ
チ
＋
Ｉ
ヤ
ナ
を
姓
と
す
る
者
は
世
蝉
に
こ
の
よ
う
に
召
っ
た
。
「
蝋
者
よ
、
正
児
、
正
乢
と
商
わ
れ
ま
す
が
、

正
兇
と
は
一
体
何
で
し
ょ
う
か
（
言
［
団
菌
団
目
二
．
）
」
と
。

「
カ
ッ
チ
ャ
ー
ャ
ナ
よ
、
世
間
は
多
く
存
在
す
る
（
算
〔
三
國
）
と
か
存
在
し
な
い
（
：
胃
昌
一
国
）
と
か
の
こ
れ
ら
二
つ
（
の
極
端
）
に

依
止
し
て
い
る
。
カ
ッ
チ
土
，
－
ヤ
ナ
よ
、
世
間
の
典
起
を
如
突
に
正
し
い
秤
懇
に
よ
っ
て
観
察
す
る
者
（
］
罠
二
農
百
百
ヨ
圏
目
目
、
’

弓
菖
冒
冒
冨
切
⑪
罠
。
）
は
、
世
間
に
お
い
て
存
在
し
な
い
と
い
う
も
の
は
な
い
。
カ
ッ
チ
ャ
ー
ャ
ナ
よ
、
世
間
の
滅
尽
を
如
実
に
正

し
い
僻
慧
に
よ
っ
て
観
察
す
る
者
は
、
世
間
に
お
い
て
存
在
す
る
と
い
う
も
の
は
な
い
。

カ
ッ
チ
ャ
ー
ャ
ナ
Ｌ
ｕ
川
は
多
く
方
便
に
収
し
、
執
務
し
、
束
縛
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
方
便
へ
の
収
、
心
へ
の
執
持
、
執
務
、
傾

斜
に
近
ず
か
ず
、
取
ら
ず
、
執
時
せ
ず
、
私
の
我
で
は
な
い
（
具
愚
息
目
⑮
）
と
、
苫
が
生
起
し
つ
つ
あ
れ
ば
苦
が
生
起
し
て
お
り
、

苫
が
減
し
つ
つ
あ
れ
ば
苫
が
減
ず
る
と
、
疑
わ
ず
、
鰯
蹄
せ
ず
、
他
に
依
る
こ
と
な
け
れ
ば
、
こ
こ
に
彼
に
将
が
生
じ
る
。
カ
ッ
チ
キ

ー
ャ
ナ
よ
、
こ
れ
が
正
児
で
あ
る
。
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と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
枇
択
で
は
「
紙
肥
」
と
Ⅲ
筒
す
る
も
の
も
あ
り
、
そ
の
例
を
上
げ
て
お
く
（
雑
阿
含
九
六
一
）
。

時
有
婆
瑳
菰
出
家
、
来
詣
仏
所
合
掌
間
訊
、
問
訊
已
退
坐
一
而
、
白
仏
言
、
云
何
腿
蕊
、
為
有
我
耶
。
爾
時
世
尊
然
然
不
答
。
如
是

再
三
。
耐
時
世
蝋
亦
再
三
不
答
．
Ｉ

爾
時
阿
難
白
仏
言
。
世
尊
、
彼
婆
躍
菰
出
家
二
間
、
世
尊
何
故
不
答
。
豈
不
墹
彼
婆
躍
菰
出
家
悪
邪
見
、
言
沙
門
不
能
答
其
所
間
。

仏
告
阿
難
。
我
若
答
言
有
我
、
Ⅲ
墹
彼
先
来
邪
見
。
若
答
言
無
我
、
彼
先
擬
惑
、
豈
不
更
墹
鍵
惑
。
言
先
有
我
従
今
断
滅
、
若
先
来

有
我
則
是
術
見
。
於
今
断
滅
則
迅
断
見
。
如
来
離
於
二
辺
処
中
税
法
。
所
訓
処
郡
有
故
是
事
有
、
足
耶
起
故
迅
邪
生
。
調
練
無
明
行
。

仏
告
阿
難
。
我
若
答
言
有
か

有
我
則
是
術
見
。
於
今
断
滅
、

乃
至
生
老
病
死
憂
悲
悩
苦
減
。

資
料
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

こ
れ
に
類
す
る
資
料
は
多
い
の
で
ど
の
よ
う
な
辺
見
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
中
道
の
立
場
か
ら
「
縁
起
」
が
示
さ
れ
る
か
に
よ
っ
て
、
矛
２

一
切
は
有
あ
る
い
は
鱗
（
あ
る
い
は
一
・
墨
）
な
ど
の
有
見
・
朧
見
か
ら
ｌ
ｍ
ｚ
・
局
‐
扇
（
零
．
一
・
：
．
］
〒
弓
）
．
、
二
局
‐
亀
（
雪
・
一
出

口
・
『
Ｓ
・
ｍ
ｚ
・
】
』
‐
茜
（
『
。
］
．
⑬
ご
・
。
）
。
、
三
・
愚
１
９
（
『
◎
一
・
い
つ
・
畠
、
）
．
、
三
・
鴇
‐
＆
（
ご
◎
一
・
⑬
ロ
・
程
）
・
雑
阿
含
三
○
一
（
大

正
二
頁
八
五
下
’
八
六
上
）
勺
維
阿
含
一
一
六
二
（
大
正
一
一
頁
六
七
上
〕

我
は
有
で
あ
る
か
と
の
露
間
に
繍
紀
答
し
た
後
に
ｌ
繼
阿
倉
九
六
一
（
大
正
二
頁
二
四
五
中
）

苦
楽
・
老
死
な
ど
の
自
作
（
常
見
）
他
作
（
麟
見
）
か
ら
ｌ
農
届
‐
弓
（
薑
・
一
：
』
。
‐
頃
］
）
ｂ
ｚ
』
蝉
‐
］
函
（
雪
・
一
・
障
甚
鱒
‐
鴎
）
．

⑭
Ｚ
・
】
画
Ｉ
急
（
『
。
］
・
鱒
ロ
・
『
⑫
Ｉ
『
③
）
。
、
Ｚ
・
局
０
ｓ
（
ご
◎
一
・
画
ロ
・
】
届
Ｉ
巨
切
）
・
ｍ
ｚ
・
局
Ｉ
瞳
（
ぐ
。
－
．
噌
ロ
・
麓
）
。
⑫
三
・
］
画
Ｉ
鴎
（
『
。
］
・
暉

己
・
鵠
）
・
の
三
・
届
‐
蹟
（
ご
Ｃ
ｌ
・
』
ロ
・
芦
Ｉ
塗
）
・
雑
阿
含
一
一
一
○
二
（
大
正
二
頁
八
六
上
－
中
）
、
雑
阿
含
一
一
一
○
一
一
一
（
大
正
二
頁
八



な
お
、
上
紀
の
う
ち
⑫
三
・
眉
１
９
．
⑫
三
・
局
１
ｓ
・
雑
阿
含
三
四
三
、
雑
河
合
二
八
八
、
長
阿
含
一
七
洗
浄
径
に
は
文
衆
中
に
中
道

を
表
す
言
莱
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
⑪
三
・
局
‐
里
・
鴎
・
患
に
は
、
中
道
の
代
わ
り
に
「
。
冨
目
曰
尉
塁
自
且
｝
］
画
目
日
出
ヨ
ご
鼠
’

百
『
ご
風
ヨ
ピ
と
い
う
語
句
が
使
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
「
縁
起
」
は
中
道
と
し
て
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
皀
昌
冨
息
と
道
只
を
表
す
旨
⑩
〔
旨
己
自
国
］
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
、

中
道
は
む
し
ろ
教
理
と
い
う
よ
り
も
、
片
寄
り
の
な
い
、
佃
兄
・
先
人
児
に
揃
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
「
も
の
の
見
方
」
で
あ
り
、
そ
う
し

た
仏
戦
の
立
場
と
し
て
示
さ
れ
た
と
い
っ
た
力
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
う
し
た
も
の
の
見
方
・
立
場
か
ら
説
か
れ
た
教
え
（
説
法
）

な
お
、
支
分
を
有
す
る
縁
起
が
鎖
か
れ
て
い
な
い
が
、
⑩
三
・
】
凶
‐
蹟
（
『
。
｝
・
唖
弓
・
含
‐
窟
）
は
、
苦
の
胤
作
他
作
に
対
し
て
「
苦
は
緑

生
で
あ
る
」
と
脱
か
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
資
料
に
含
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
苦
楽
が
自
作
（
叩
旦
自
百
ｓ
）
で
あ
る
か
、
他
作

（
冨
『
且
冨
冒
）
で
あ
る
か
と
の
問
い
に
答
え
ら
れ
る
も
の
は
、
漢
巴
に
お
い
て
相
述
が
あ
り
、
パ
ー
リ
で
は
こ
の
問
い
に
対
し
て
「
そ
う

で
は
な
い
（
己
巴
」
と
紀
答
さ
れ
る
が
、
漢
択
阿
含
で
は
こ
れ
に
は
答
え
ら
れ
な
い
（
し
た
が
っ
て
「
無
妃
』
と
い
う
こ
と
に
な
る
）
の

が
普
通
で
あ
る
（
し
か
し
雑
河
合
二
八
八
は
、
自
作
で
も
な
く
、
他
作
で
も
な
く
、
緑
起
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
か
ら
パ
ー
リ
型
と
い
う

が
普
通
で
あ
る

こ
と
に
な
る
）
。

六
下
）
、
雑
阿
含
一
二
○
○
（
大
正
一
一
頁
八
五
下
）
、
雑
阿
含
一
二
四
一
一
一
（
大
正
二
頁
九
三
下
’
九
四
上
）
、
雑
阿
含
二
八
八
（
大
正

二
瓦
八
一
上
Ｉ
下
）
、
長
阿
含
一
七
澗
沖
経
（
大
正
一
瓦
七
六
上
Ｉ
中
）

老
死
は
鱸
に
属
す
る
か
（
命
’
〕
：
と
身
ｌ
…
の
一
興
）
と
い
う
こ
と
か
ら
ｌ
⑫
宴
属
‐
鵲
（
蕾
・
一
瞬
：
』
‐
亀
）
・
の
宴
層
‐

患
（
ご
Ｃ
ｌ
・
睡
己
・
＄
‐
三
）
・
雑
阿
含
二
九
七
（
大
正
二
瓦
八
四
下
’
八
五
上
）

豪
噸
・
“
賎
・
上
中
下
を
蝋
か
ず
に
中
を
蝋
く
ｌ
蝋
一
阿
含
五
一
‐
’
○
（
大
正
二
瓦
八
一
二
中
）
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と
し
て
の
旦
冨
ヨ
ョ
四
が
十
二
縁
起
説
で
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
「
且
冨
目
目
厨
闇
目
且
言
日
日
、
ヨ
ご
騨
貰
亀
風
己
色
』
は
註
釈
で
は
、

（
５
）

「
世
尊
ゴ
ー
タ
マ
に
よ
っ
て
説
か
れ
た
根
拠
（
面
国
包
鼬
）
に
し
た
が
っ
て
説
こ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
か
ら
、
中
道
を
意
味
す

る
も
の
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
あ
る
い
は
こ
の
二
言
日
ロ
国
は
理
法
と
し
て
の
昌
昌
昌
息
に
関
係
す
る
か
も
知
れ
な
い
。

ま
た
、
原
始
仏
教
に
お
い
て
は
、
中
道
は
「
縁
起
」
で
あ
る
と
と
も
に
八
正
道
で
あ
る
が
、
仏
伝
の
な
か
の
初
転
法
墳
経
に
お
い
て

は
、
始
め
中
池
が
示
さ
れ
、
し
か
る
後
に
凹
諦
説
、
や
や
あ
っ
て
無
術
・
苫
・
燃
我
脱
が
説
か
れ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
部
分
を
パ
ー
リ
で

は
次
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
（
ご
『
冨
冒
三
島
習
凹
恩
四
）
。

そ
れ
で
は
比
丘
た
ち
よ
、
何
が
如
来
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
二
つ
の
極
端
を
捨
て
て
現
等
覚
さ
れ
た
、
眼
を
生
じ
、
智
を
生
じ
、
寂
飾

に
、
悟
り
に
、
等
党
に
、
浬
鎗
に
導
く
中
道
で
あ
る
の
か
。
そ
れ
は
聖
な
る
八
正
迦
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
正
児
・
正
思
・
正
路
・
正

業
。
正
命
・
正
統
進
。
正
念
・
正
定
で
あ
る
。
比
丘
ら
よ
、
こ
れ
が
如
来
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
二
つ
の
極
端
を
捨
て
て
現
等
覚
さ
れ
た
、

眼
を
生
じ
、
智
を
生
じ
、
寂
静
に
、
悟
り
に
、
等
党
に
、
浬
薬
に
導
く
中
道
で
あ
る
。

そ
の
時
世
尊
は
五
人
の
比
丘
た
ち
に
語
ら
れ
た
。
「
比
丘
た
ち
よ
、
こ
れ
ら
二
つ
の
極
端
は
出
家
者
に
よ
っ
て
親
し
ま
れ
て
は
な
ら

な
い
。
何
が
二
で
あ
る
か
。
す
な
わ
ち
諸
々
の
欲
に
お
い
て
欲
を
楽
し
み
耽
り
溺
れ
る
の
は
下
劣
で
あ
っ
て
卑
賎
で
あ
り
、
凡
夫
の
行
一

じることであって灘くなく、義にも相応しない。また自ら波労することに溺れるのは苦しみであって尊くなく、》
義
に
も
相
応
し
な
い
。
比
丘
た
ち
よ
、
如
来
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
二
つ
の
極
端
を
捨
て
て
、
中
道
が
現
等
覚
さ
れ
た
。
ｑ
測
引
馴
脚
劃
倒

凶
冒
）
、
浬
梁
に
（
己
ロ
颪
鼠
冒
）
導
く
（
留
弓
『
自
画
巳

｡



法
、
あ
る
い
は
児
い
、

に
「
縁
起
」
が
圏
月

っ
た
理
由
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
続
い
て
説
か
れ
た
の
が
四
繩
税
で
あ
り
、
釈
騨
自
ら
こ
の
四
蹄
の
一
一
一
帳
十
二
行
相
（
二
息
ュ
ご
具
言
旦
鼠
昔
閨
冒
鼠
颪
国
）
を

（
６
）

如
突
知
見
（
望
昌
颪
ケ
一
己
国
劃
ゴ
且
四
⑭
⑩
目
色
）
し
た
が
ゆ
え
に
、
側
ら
現
等
党
し
た
と
近
（
瞳
し
た
の
だ
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
れ
ら
一
巡
の
文
素
の
な
か
の
傍
線
を
施
し
た
部
分
を
祉
恵
深
く
謎
む
と
、
八
正
逆
た
る
山
道
は
四
締
た
る
爽
災
を
如
突

知
見
す
る
た
め
の
も
の
の
見
方
、
考
え
方
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
も
の
の
見
方
考
え
方
が
僻
り
に
導
く
仏
教
の
越
本
的
な
立

場
で
あ
り
、
こ
う
し
た
も
の
の
見
方
・
考
え
方
に
よ
っ
て
独
得
さ
れ
た
真
実
が
、
四
識
（
四
つ
の
典
突
）
で
あ
っ
て
、
こ
の
其
突
を
真
実

と
し
て
「
あ
る
が
ま
ま
」
に
知
見
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
現
等
覚
が
得
ら
れ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
中
道
と
い
う
も
の
は
、
そ
れ
自
身
が
「
あ
る
が
ま
ま
」
と
い
う
意
味
で
の
真
実
で
は
な
く
、
そ
の
真
実
を
見
い
出
す
方

法
、
あ
る
い
は
見
い
出
さ
れ
た
典
爽
を
典
尖
の
ま
ま
に
知
見
す
る
雅
礎
と
な
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
日
頭
に
記
し
た
様

に
「
縁
起
」
が
鶴
月
田
・
守
冨
国
・
国
（
盲
な
ど
と
は
把
擁
さ
れ
ず
、
し
た
が
っ
て
冨
晏
豐
冨
冨
己
已
昌
凶
己
豊
せ
よ
と
微
え
ら
れ
な
か

こ
の
こ
と
を
換
言
す
れ
ば
、
先
に
紹
介
し
た
論
文
に
お
い
て
詳
述
し
た
よ
う
に
、
仏
教
の
典
爽
を
表
す
⑪
胃
目
》
す
百
国
》
国
二
己
と
い

う
一
一
画
葉
は
、
「
あ
る
」
「
存
在
す
る
』
と
い
う
動
詞
か
ら
で
き
た
言
葉
、
あ
る
い
は
「
そ
れ
」
「
こ
れ
」
と
い
う
指
示
代
名
詞
か
ら
成
立
し
た

も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
仏
教
の
真
実
は
『
そ
れ
」
と
か
「
こ
れ
」
と
指
し
示
す
こ
と
が
で
き
る
、
眼
前
に
「
あ
る
」
、
具
体
的
な
「
あ

る
が
ま
ま
」
の
姿
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
「
あ
る
が
ま
ま
」
に
知
見
せ
よ
と
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
中
道
た
る
「
縁
起
」
は
そ
の
基

礎
と
な
る
も
の
の
見
方
、
考
え
方
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
維
験
に
よ
っ
て
体
御
す
る
ほ
か
に
方
法
が
な
い
か
ら
、
こ
れ
を
見
よ
と
は
教
え
ら

れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

そ
し
て
そ
の
よ
う
な
も
の
を
「
爽
実
」
と
区
別
し
て
「
理
法
」
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
「
緑
起
」
こ
そ
そ
の
理
法
に
机
当
す
る
。
「
縁
起
」
の

持
つ
も
う
一
つ
の
特
性
は
こ
こ
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
「
縁
起
」
は
、
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
如
来
が
世
に
川
て
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も
出
な
く
て
も
変
わ
ら
な
い
真
理
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
資
料
と
し
て
は
、
三
・
】
中
曽
（
『
。
］
・
頤
弓
・
鴎
‐
喝
）
、
雑
阿
含
二
九
六
（
大
正

二
頁
八
四
中
）
、
雑
阿
含
二
九
九
（
大
正
二
瓦
八
五
中
）
、
雑
阿
含
八
五
四
（
大
正
二
頁
二
一
七
中
Ｉ
下
）
が
あ
り
、
パ
ー
リ
文
で
は

と
こ
ろ
で
こ
こ
で
は
「
縁
起
」
は
法
臼
冨
冒
目
）
と
表
現
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
実
は
甚
深
難
解
と
す
る
資
料
に
も
、
理
法

（
旦
冨
ヨ
ョ
ら
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
お
り
、
明
ら
か
に
縁
起
が
「
理
法
（
』
冨
目
目
四
）
」
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。
こ
の

よ
う
に
「
縁
起
」
が
理
法
（
』
富
ヨ
ョ
鱒
）
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
た
と
す
る
な
ら
、
言
ｚ
・
冒
し
偶
。
冒
鰻
西
宮
、
◎
旨
・
印
。
（
ご
Ｃ
ｌ
・
』
ご
・
』
題
）

に
は
、
十
無
記
の
後
に
、
「
こ
の
法
（
□
冨
己
己
ら
は
越
深
で
、
見
難
く
、
悟
り
難
く
、
寂
瀞
に
し
て
、
勝
れ
、
思
愈
を
越
え
、
微
妙
で

あ
っ
て
、
知
者
に
よ
っ
て
の
み
知
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
に
は
縁
起
の
譜
も
、
い
か
な
る
有
支
縁
起
も
脱
か
れ

て
い
な
い
が
、
二
冨
冒
日
四
が
便
わ
続
れ
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
縁
起
と
関
係
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
「
緯
起
」
の
持
つ
特
愛
を
列
腿
し
て
き
た
。
こ
れ
を
箇
条
癖
き
に
し
て
雌
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

Ⅲ
「
緑
起
」
は
⑪
：
３
ヶ
目
厨
冒
庁
冨
な
ど
で
没
さ
れ
る
「
其
突
」
と
は
把
侭
さ
れ
ず
、
し
た
が
っ
て
四
諦
税
や
無
常
・
螢
・
無
我

縁
起
と
は
な
に
か
。
生
に
繰
っ
て
老
死
あ
り
と
い
う
の
は
、
諸
々
の
如
来
が
世
に
出
て
も
、
出
な
く
て
も
こ
の
こ
と
わ
り
（
圏
昌
画
冒
）

は
定
ま
り
（
冒
国
）
、
法
と
し
て
定
ま
り
（
二
言
己
己
旦
言
冒
国
）
、
法
と
し
て
確
定
し
た
（
ロ
盲
目
目
目
一
風
日
毎
罰
）
此
縁
性
（
】
ｇ
・

弓
：
８
冨
団
）
で
あ
る
。
こ
れ
を
如
来
は
壁
り
（
且
言
留
目
目
）
一
宮
Ｓ
、
現
観
す
る
（
：
三
閏
冒
の
ｓ
ｏ
礎
り
、
現
観
し
て
宣
説
し

（
凶
曰
嶌
冨
三
）
、
説
き
（
：
⑩
：
）
、
知
ら
し
め
（
葛
割
昌
の
三
）
、
表
わ
し
（
已
呉
「
冨
口
の
盆
）
、
開
明
し
（
１
『
胃
昌
）
、
分
別
し
（
二
ワ
宮
・

一
島
）
、
明
ら
か
に
し
（
巨
冒
己
百
３
二
）
、
汝
ら
見
よ
（
息
⑩
⑩
禺
冨
）
、
と
い
う
。
（
有
に
縁
っ
て
生
あ
り
、
以
下
同
じ
）

と
す
る
。
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⑤
「
縁
起
」
は
仏
数
の
鋭
く
典
突
た
る
、
四
諦
説
や
無
術
・
苦
・
雛
我
説
が
見
い
出
さ
れ
る
雅
礎
と
な
っ
た
、
仏
教
の
も
の
の
見
方
、

考
え
方
、
あ
る
い
は
立
場
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
中
道
と
呼
ば
れ
る
。

⑥
そ
う
し
た
「
縁
起
」
の
立
場
は
、
永
遼
普
遍
の
理
法
臼
冨
ヨ
ョ
色
）
と
表
現
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
脱
始
鎚
典
に
よ
れ
ば
、
「
継
起
」
は
如
爽
知
見
せ
よ
と
い
う
形
で
教
説
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ

麟
深
難
解
で
あ
っ
て
、
説
く
の
を
践
蹄
さ
れ
た
永
遠
普
通
の
理
法
（
已
冨
己
己
ら
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
た
。
し
か
る
に
原
始
経
典
の
そ

こ
か
し
こ
に
は
、
十
二
縁
起
税
を
代
表
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
、
多
く
の
「
縁
起
」
が
説
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
蛾
者

は
「
臓
始
仏
教
に
鱈
け
る
織
趨
鍵
に
つ
い
て
ｌ
そ
の
資
料
繼
璽
」
（
『
中
央
学
術
研
究
所
紀
蕊
』
簾
一
八
号
中
央
学
術
研
究
所
平
成

元
年
十
二
月
）
な
る
論
文
に
お
い
て
、
そ
の
盗
料
を
収
梨
し
て
、
若
干
の
整
理
を
施
し
て
発
表
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
こ
れ
を
参
照
さ
れ

し
た
が
っ
て
単
純
に
考
え
て
も
こ
こ
に
は
あ
る
矛
盾
が
あ
る
わ
け
で
あ
っ
て
、
韮
者
は
こ
れ
を
「
縁
起
」
と
「
縁
起
説
」
に
分
け
て
捉

え
る
と
判
り
や
す
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
縁
起
」
と
い
う
の
は
靜
上
に
ま
と
め
た
原
始
経
典
に
お
い
て
付
与
さ
れ
た
「
縁

起
」
の
特
質
に
よ
っ
て
意
味
さ
れ
る
も
の
を
指
し
、
「
縁
起
説
」
と
い
う
の
は
、
原
始
経
典
の
そ
こ
か
し
こ
に
説
か
れ
て
い
る
教
説
と
し

て
の
「
継
起
」
を
い
う
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
さ
ま
ざ
ま
な
辺
見
に
た
い
し
て
、
中
近
か
ら
す
る
の
は
「
縁
起
」
の
立
場
で
あ
り
、
そ
の

た
い
○

例
こ
う
し
て
「
縁
起
」

承
が
出
来
上
が
っ
た
。

鋭
の
よ
う
に
、
「
真
実
」
を
「
真
実
」
と
し
て
「
あ
る
が
ま
ま
」
に
知
見
せ
よ
と
教
え
ら
れ
る
よ
う
な
形
で
は
税
か
れ
な
い
。

②
「
縁
起
」
は
甚
深
で
あ
っ
て
、
薙
解
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

③
し
た
が
っ
て
釈
尊
（
そ
の
他
の
仏
）
は
こ
れ
を
衆
生
に
説
く
こ
と
を
踏
蹄
さ
れ
た
。

例
こ
う
し
て
「
縁
起
」
は
釈
聯
（
そ
の
他
の
仏
）
の
目
内
祉
で
あ
っ
て
、
弟
子
た
る
声
川
の
観
察
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
い
う
伝
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具
体
的
内
容
と
し
て
説
か
れ
た
例
え
ば
十
二
縁
起
な
ど
が
「
縁
起
説
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
「
縁
起
」
と
「
織
起
説
」
と
を
分
け
て
考
え
る
と
き
、
原
始
経
典
に
具
体
的
に
説
か
れ
る
「
縁
起
説
」
は
、
い
う
ま
で

（
１
）
中
村
元
氏
は
さ
ら
に
、
、
昌
忌
目
『
】
糧
〔
・
切
昌
『
色
晩
・
］
ｇ
を
上
げ
て
い
る
。
『
原
始
佛
教
の
思
想
』
下
頁
六
八
。
こ
の
外
に
「
別
択
雑
阿
含
」

一
九
五
巻
一
○
大
正
二
頁
四
四
四
下
に
も
こ
の
文
章
が
あ
る
。

（
２
）
釈
尊
そ
の
他
の
仏
の
成
迦
に
つ
い
て
は
、
西
義
雄
博
士
の
「
原
始
仏
教
に
お
け
る
般
若
の
研
究
」
に
資
料
紹
介
が
あ
る
。
頁
五
四
○
以
下
こ

こ
で
は
縁
起
の
ほ
か
に
、
猯
法
の
味
著
・
過
迎
・
出
離
の
観
察
、
四
識
の
観
察
、
四
念
処
そ
の
他
、
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
厳
密
に
釈
駆

そ
の
他
の
仏
の
成
道
の
目
内
証
の
内
容
を
言
う
も
の
は
、
縁
起
と
味
著
・
過
山
・
出
離
の
観
察
の
み
で
、
他
は
必
ず
し
も
成
近
時
の
自
内
狂
の
内

容
を
さ
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
釈
尊
の
悟
ら
れ
た
法
の
内
容
と
し
て
示
さ
れ
た
も
の
が
、
必
ず
し
も
成
逝
の
際

の
契
機
と
さ
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

宮
地
氏
は
綴
起
の
観
察
は
成
逆
後
一
七
日
で
あ
っ
た
も
の
が
、
「
悟
り
の
時
」
に
腿
き
換
え
ら
れ
た
も
の
で
、
こ
の
こ
と
は
寅
料
的
に
跡
付
け

ら
れ
る
と
さ
れ
る
。
三
枝
充
卿
氏
が
宮
地
氏
な
ど
と
「
中
外
日
報
」
紙
に
お
い
て
縁
起
に
つ
い
て
鐡
争
さ
れ
た
も
の
を
梨
録
さ
れ
た
「
私
潔
版
』

瓦
七
右
こ
の
元
狛
文
は
「
宗
学
院
鐙
側
』
二
一
、
二
二
（
昭
和
一
一
年
）
で
あ
る
。
ま
た
中
村
元
氏
は
、
成
述
妃
耶
は
十
二
縁
起
に
関
係
し
て

説
か
れ
、
十
二
縁
起
は
お
そ
く
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
成
近
伝
鋭
も
迎
い
と
見
ら
れ
ろ
。
『
原
始
佛
敬
の
思
想
』
下
瓦
四
一
ま
た

三
枝
『
初
期
佛
教
の
思
想
』
瓦
一
九
五
参
照

（
３
）
拙
概
「
原
始
仏
教
に
お
け
る
四
施
説
ｌ
そ
の
資
料
整
理
」
瓦
二
二
五
－
二
二
九
参
照

（
４
）
三
ｚ
・
』
ｇ
三
島
号
■
目
圖
曰
國
’
い
・
ご
◎
］
．
⑭
己
．
】
②
‐
９
．
ｍ
ｚ
・
駕
‐
沼
ご
◎
一
・
眸
己
・
］
三
・
三
ｚ
・
》
急
筥
色
目
鼻
Ｃ
乱
忌
・
叩
．
ご
Ｃ
ｌ
・
幽
已
・
国
】
Ｉ
国
司

（
５
）
②
卿
『
胃
二
四
己
つ
四
六
帥
ｍ
－
ヨ
『
●
一
・
哺
己
・
血
③

（
６
）
ご
冒
凹
起
図
ご
Ｃ
ｌ
・
二
つ
・
ｓ
０
二

注

二
、
原
始
仏
教
の
「
縁
起
説
」
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「
こ
れ
あ
る
と
き
彼
あ
り
、
こ
れ
生
じ
る
が
故
に
彼
生
ず
、
こ
れ
な
き
と
き
彼
な
く
、
こ
れ
城
す
る
が
故
に
彼
滅
す
、
す
な
わ
ち

（
罠
且
昼
騨
３
）
鰄
鯛
を
縁
と
し
て
行
あ
り
、
ｌ
」

と
い
う
の
で
あ
っ
て
、
業
直
に
こ
の
文
末
を
銃
め
ば
、
こ
れ
が
独
立
し
た
も
の
で
は
な
く
、
行
文
緑
起
の
容
文
の
川
を
皿
川
的
に
述
べ

（
３
）

た
８
℃
の
に
す
ぎ
な
い
一
」
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
必
ず
し
も
定
型
化
し
て
い
な
い
縁
起
説
の
な
か
に
あ
っ
て
、
こ
の
句
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
十
二
支
縁
起
と
関
連
し
て
説
か
れ

る
こ
と
は
、
十
二
縁
起
説
が
有
支
縁
起
の
う
ち
で
は
も
っ
と
も
迎
く
に
成
立
し
た
と
い
う
定
説
を
勘
案
す
る
と
、
こ
の
定
型
句
の
成
立
は

必
ず
し
も
早
く
な
く
、
し
た
が
っ
て
縁
起
説
の
木
猛
に
は
関
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
推
測
せ
し
め
る
と
い
う
の
が
、
第
二
点
で
あ
る
。

ま
た
己
四
目
：
８
冒
団
の
川
例
は
、
「
ア
ー
ラ
ャ
を
楽
し
み
、
ア
ー
ラ
ャ
を
喜
び
、
ア
ー
ラ
ャ
を
喜
悦
す
る
人
々
に
は
、
こ
の
理
り
、

も
な
く
十
二
鰍
起
を
典
狐
と
す
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
分
を
有
す
る
縁
起
説
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
問
題
と
な
る
の
は
、
「
こ
れ
あ
る
と
き
彼
あ
り
、
こ
れ
生
じ
る
が
ゆ
え
に
彼
生
ず
、
こ
れ
無
き
時
彼
無
く
、
こ
れ
減
す

る
が
ゆ
え
に
彼
滅
す
」
と
い
う
句
が
没
わ
し
、
ま
た
己
呂
冨
、
凰
箇
国
と
い
う
譜
が
あ
ら
わ
す
と
さ
れ
る
「
机
依
縁
起
」
と
呼
ば
れ
る

（
１
）

も
の
で
あ
ろ
う
。
も
し
こ
れ
も
「
緑
超
脱
」
の
．
つ
ち
の
一
つ
で
あ
る
と
す
る
と
、
原
始
仏
教
の
「
縁
起
脱
」
は
時
Ⅲ
的
に
は
も
ち
ろ
ん
空

間
的
に
も
、
あ
る
い
は
そ
う
し
た
現
象
的
な
次
元
で
は
な
く
形
而
上
的
・
論
理
的
な
面
か
ら
も
解
釈
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
か
な
り
広
範

囲
な
価
域
を
扱
う
も
の
と
な
り
う
る
可
能
性
を
有
す
る
も
の
と
な
る
。

（
２
）

し
か
し
な
が
ら
、
先
の
句
は
三
枝
博
士
が
－
て
の
労
作
『
初
期
仏
教
の
思
想
』
で
力
説
さ
れ
る
と
お
り
、
上
述
し
た
よ
う
な
行
文
縁
起
の

各
支
の
間
を
迎
則
的
に
述
べ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
独
立
し
た
迩
味
合
い
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
理
由
の
第
一
は
、
こ
の
句
が
ほ
と
ん
ど
例
外
な
く
十
二
支
縁
起
と
関
逃
し
て
説
か
れ
、
そ
し
て
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
る
の
が
普
通

で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
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す
な
わ
ち
】
含
弓
囚
。
Ｂ
温
風
も
具
］
ｎ
日
⑫
色
目
ｇ
風
呂
は
見
が
た
い
」
と
い
う
文
莱
と
、
「
比
丘
ら
よ
、
ご
具
一
⑤
８
留
己
目
凰
冒
と
は
な

に
か
。
比
丘
ら
よ
、
生
に
よ
っ
て
老
死
あ
り
、
如
来
の
世
に
生
じ
る
も
如
来
の
世
に
生
ぜ
ざ
る
も
、
こ
の
道
理
は
定
ま
り
、
法
と
し
て
決

定
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
一
昔
目
：
８
百
国
で
あ
る
』
と
い
う
文
章
に
見
い
出
さ
れ
る
の
み
で
あ
り
『
こ
こ
か
ら
一
合
目
胃
圖
冒
威
は

ご
具
一
○
８
留
日
目
圖
冒
と
同
一
の
意
味
し
か
持
ち
え
な
い
と
同
時
に
、
先
の
句
と
伺
榔
十
一
一
縁
起
と
関
連
す
る
も
の
で
し
か
な
い
こ
と
が

要
す
る
に
定
型
句
の
中
の
、
「
こ
れ
」
と
か
「
彼
」
と
訳
し
た
亘
四
ヨ
も
、
丘
愚
図
、
３
百
国
の
己
凹
ヨ
も
、
十
二
縁
起
（
あ
る
い
は

他
の
支
を
持
つ
縁
起
）
の
そ
れ
ぞ
れ
の
支
分
を
さ
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
に
出
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
こ
の
よ
う
な
句
や
語
以
外
に
、
「
相
依
縁
起
」
と
い
う
言
葉
が
意
味
し
う
る
よ
う
な
理
捻
的
な
因
果
関
係
を
含
め
る
よ
う
な

“罹鈩”Ⅷ挑聿鋺雛醒窪辨噸識琿筆鋼瀞鍼鐸鋤津刎唾織麩坤鮨壁智紗惚率蒋埋峨嶬陶賑謝鋺計峰窪繼窪挙緤篝輕趣辨轆》
「
十
二
支
を
立
て
る
十
二
因
縁
を
は
じ
め
、
各
種
の
縁
起
説
は
か
な
ら
ず
二
つ
以
上
の
支
を
設
け
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
す

（
４
）

べ
て
の
縁
起
説
が
「
支
縁
起
」
「
有
支
縁
起
」
と
一
己
い
換
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
」
と
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
縁
起
の
同
縫
語
で
あ
っ
た
ご
苔
冨
、
８
怠
国
の
昼
蝕
ヨ
も
、
定
型
句
の
中
の
一
言
ヨ
も
明
ら
か
に
何
ら

か
の
「
支
分
」
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
原
始
仏
教
の
「
縁
起
説
」
は
な
ん
ら
か
の
支
分
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
が
必
要
条
件
で
あ

り
、
縁
起
を
無
限
定
的
に
拡
大
解
釈
す
る
こ
と
を
許
す
よ
う
な
意
味
で
の
「
相
依
縁
起
説
」
と
い
う
も
の
は
、
少
な
く
と
も
原
始
佛
教
に

は
存
在
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
れ
で
は
こ
の
支
分
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
鏑
理
的
・
形
而
上
的
な
関
係
に
お
け
る
根
拠
と
帰
結
の
よ

う
な
も
の
を
も
支
分
と
し
て
立
て
る
こ
と
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
「
縁
起
説
」
は
広
く
諭
理
的
な
関
係
に
も
適
用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な

わ
か
る
。



デ（》ｏし
か
し
な
が
ら
そ
の
支
は
、
中
村
元
氏
が
、
已
具
。
○
８
闘
冒
Ｅ
ｐ
ｂ
豊
画
と
い
う
語
が
成
立
す
る
以
前
の
語
は
、
」
三
目
目
】
四
⑪
：
Ｅ
弓
豊
凶

（Ｐ⑨）

で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
已
具
。
ｎ
日
⑩
色
曰
臣
弓
山
冒
と
い
う
語
は
。
盲
目
目
】
凹
盟
目
：
ロ
図
画
と
言
い
換
え
ら
れ
う
る
と
い
う
こ
と
に

注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
の
三
・
局
‐
Ｅ
が
「
こ
れ
ら
の
法
を
知
ら
ず
（
言
】
⑦
旦
冨
己
己
⑥
目
ロ
ロ
四
一
習
豐
）
、
こ
れ
ら
の
法
の

染
起
を
知
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
法
の
減
を
知
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
法
の
域
に
至
る
道
を
知
ら
ず
」
と
い
う
法
呂
自
目
冒
が
十
二
縁
起
の
各
支

（〔⑥）

分
を
意
味
す
る
よ
う
に
、
よ
う
す
る
に
一
二
画
ヨ
は
単
な
る
「
項
目
」
な
い
し
「
概
念
」
で
な
く
、
二
宮
日
目
凹
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
そ
し
て
こ
の
昌
胃
自
己
は
五
繭
や
十
二
処
、
十
八
界
が
「
圏
ｇ
⑦
島
凹
目
目
凶
」
と
よ
ば
れ
る
よ
う
に
、
色
受
想
行
識
や
、
眼
鼻

耳
舌
身
意
な
ど
の
、
後
の
有
部
阿
昆
逮
磨
に
お
い
て
は
五
位
七
十
五
法
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
、
「
法
」
と
称
さ
れ
る
心
的
、
物
質
的
な

「
要
紫
」
を
さ
す
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

こ
の
こ
と
は
原
始
仏
教
の
時
代
か
ら
、
「
有
為
」
と
は
縁
起
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
た
も
の
と
い
う
定
義
に
も
明
瞭
に
現
れ
て
い
る
。
そ

し
て
そ
の
「
有
為
」
は
原
始
佛
教
時
代
の
用
語
を
も
っ
て
い
え
ば
、
五
漣
や
十
一
一
処
十
八
界
、
あ
る
い
は
六
六
法
と
い
っ
た
「
一
切
行
」

あ
る
い
は
「
一
切
法
」
と
称
さ
れ
る
、
「
有
為
」
を
栂
成
す
る
猪
要
紫
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
ほ
か
に
「
法
」
は
な
い
の
で
あ
る
。
換
言

す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
昌
凹
ヨ
ョ
画
が
「
染
起
」
し
て
「
有
為
」
を
櫛
成
す
る
の
で
あ
っ
て
、
有
為
を
柵
成
し
な
い
よ
う
な

も
の
は
縁
起
の
支
分
と
し
て
立
て
ら
れ
る
資
格
を
有
す
る
「
法
」
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も
し
有
為
を
榊
成
し
な
い
よ
う
な
も

の
か
ら
縁
起
し
て
有
為
が
成
り
立
つ
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
こ
そ
「
無
」
か
ら
「
有
」
が
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。
要
す
る
に
『
縁
起
」
と
支

分
を
考
え
る
場
合
、
縁
起
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
た
「
縁
生
法
」
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
す
る
な

（旬ｌ》

、
わ
ば
縁
起
は
「
縁
生
法
」
た
る
「
法
」
の
レ
ベ
ル
で
考
え
る
し
か
外
な
い
の
で
あ
る
。

参
考
の
た
め
に
、
阿
坦
述
磨
の
冨
う
と
こ
ろ
を
紹
介
す
る
と
、
『
澗
浄
道
論
』
は
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（
皿
）

「
返
繊
と
四
檀
と
は
繊
起
の
ｎ
回
性
な
り
。
川
わ
く
、
欲
・
色
界
は
近
趣
を
自
性
と
為
し
、
聯
し
撫
色
界
な
れ
ば
凹
遡
を
向
性
と
為
す
」

（
烟
）

「
十
二
位
に
十
二
支
を
立
て
、
一
一
の
支
中
に
各
五
漣
を
具
す
る
な
り
」

と
い
う
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
支
分
は
近
遭
な
い
し
は
五
位
七
十
五
法
と
さ
れ
て
い
る
。

縁
起
が
以
上
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
た
と
え
ば
「
煙
が
あ
る
か
ら
火
が
あ
る
」
「
わ
た
し
は
某
甲
の
父
親
で
あ
る
か
ら
、

某
甲
は
私
の
子
供
で
あ
る
」
「
Ａ
が
退
学
し
た
の
で
そ
の
ク
ラ
ス
は
二
十
九
人
と
な
っ
た
」
と
い
う
よ
う
な
関
係
は
、
た
だ
単
に
概
念
や

総
理
上
の
囚
果
関
係
を
述
べ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
少
な
く
と
も
原
始
佛
牧
や
阿
肥
逸
應
佛
教
の
縁
起
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
縁
起
が
空
間
的
・
同
時
的
に
解
釈
さ
れ
う
る
と
し
て
も
、
理
諭
的
・
形
而
上
的
な
因
果
関
係
を
も
含
ま
し
め
る
こ
と
は
正
し
く
な
い

「
縁
起
（
園
二
○
日
魁
ョ
回
っ
日
：
）
と
い
う
の
は
冨
○
圖
冨
’
旦
冨
ヨ
ョ
山
で
あ
る
と
知
る
べ
き
で
あ
る
」

（
８
）

と
し
て
い
る
。
こ
こ
に
。
色
月
色
菌
‐
・
冨
冒
昌
酎
と
し
て
換
数
形
が
用
い
ら
れ
た
の
は
、
』
｜
胃
【
冒
目
が
要
紫
た
る
「
法
」
を
さ
す
証
左

で
あ
っ
て
、
こ
れ
も
右
記
の
よ
う
な
耶
柵
を
物
語
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

（
９
）

ま
た
同
じ
く
『
折
抑
遊
諭
』
は
、
「
そ
れ
に
よ
っ
て
采
が
来
る
も
の
が
緑
で
あ
り
、
来
る
と
い
う
の
は
生
起
し
（
巨
弓
四
）
一
四
二
）
、
振
起
す

る
（
日
ご
胃
国
二
）
こ
と
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
。
よ
う
す
る
に
論
理
的
な
も
の
と
す
れ
ば
、
生
起
も
転
起
も
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
別
の
箇
所
で
は
、
二
十
四
縁
の
一
々
の
「
縁
」
を
解
釈
す
る
に
当
た
っ
て
、
そ
れ
ら
す
べ
て
が
な
ん
ら
か
の
恵
味
で
「
盗
助
と
な

る
法
（
二
日
颪
『
鼻
餌
・
冨
昌
己
酋
）
」
と
定
義
さ
れ
、
あ
る
い
は
定
錠
の
中
に
法
と
い
う
譜
が
使
わ
れ
な
い
場
合
は
、
具
体
的
な
法
た
る
べ

き
も
の
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
因
縁
の
と
こ
ろ
で
は
、
あ
る
法
（
旦
冨
ヨ
ョ
色
）
が
あ
る
法
（
島
、
ヨ
ョ
山
）
に
よ
っ
て
生
起
す

（
、
）

る
の
が
「
縁
」
で
あ
る
と
定
鍵
す
る
が
ご
と
き
で
←
の
る
。

（
胸
）

と
い
わ
ざ
る
を
］
ヱ
な
い
。

る
の
が
「
縁
」
で
あ
る
と
定
幾
一

も
ち
ろ
ん
説
一
切
有
部
で
も
、
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以
上
の
よ
う
に
「
支
分
」
が
砥
蝋
や
十
二
処
十
八
界
の
よ
う
な
「
法
」
で
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
で
は
脱
始
佛
敬
は
こ
の
「
法
」
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
醜
が
「
縁
起
』
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
は
「
無
常
」
に
も
「
無
我
」
に
も
関
迎
し
て
く
る
こ
と
は
必

然
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
こ
れ
に
つ
い
て
一
蘭
し
て
お
き
た
い
。

参
考
の
た
め
に
阿
艶
述
磨
を
先
に
述
べ
て
お
く
と
、
説
一
切
有
部
で
は
諸
法
が
実
有
で
あ
る
か
ぎ
り
、
こ
れ
ら
縁
起
の
支
分
も
実
有
で

あ
る
と
す
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
例
え
ば
『
婆
沙
総
』
巻
二
三
で
は
、
十
二
絨
起
の
三
世
両
砿
鏑
を
な
す
の
は
他
鑛
を
止
め
、
「
過
去
・

（
Ⅱ
）

未
来
の
体
は
突
有
で
あ
っ
て
、
現
在
は
有
為
世
の
所
摂
で
あ
る
」
と
い
う
正
義
を
顕
わ
さ
ん
が
た
め
で
あ
る
と
い
い
幹
ま
た
巻
一
三
一
で

（
府
）

は
、
「
雌
肌
行
に
緑
た
り
」
と
い
・
つ
と
き
の
『
瀦
の
糠
の
体
は
泄
れ
災
有
な
り
」
と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
南
方
上
座
部
の
『
消
浄
道
鏡
』
で
は
、
「
鰭
明
は
生
滅
す
る
も
の
（
且
畠
豊
富
旨
旦
冨
ヨ
ョ
鼻
鷺
＆
）
で
あ
っ
て
常
恒

（
。
百
『
：
｝
】
響
：
四
）
で
な
く
（
酌
巨
副
凹
）
、
汚
さ
れ
汚
す
も
の
で
あ
っ
て
洲
が
（
⑫
５
冨
三
】
響
の
量
）
で
な
く
（
⑩
畳
。
色
）
、
生
滅
に
迫
ら

れ
る
も
の
で
あ
っ
て
楽
（
切
昊
一
国
二
回
ご
○
目
）
で
は
な
く
（
⑩
昌
冒
）
、
縁
に
依
存
す
る
も
の
（
冨
月
皇
豐
昌
一
豊
昌
三
国
）
で
あ
っ
て
自

征
た
る
我
と
し
て
の
存
在
で
は
な
い
（
印
且
副
）
。
行
以
下
の
文
分
も
同
概
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
擁
明
は
ア
ー
ト
マ
ン
で
は
な
く

（
冨
昌
団
）
、
ア
ー
ト
マ
ン
の
も
の
で
も
な
く
（
ご
色
目
言
二
○
）
、
ア
ー
ト
マ
ン
の
な
か
に
あ
る
の
で
も
な
く
（
冒
昌
冒
三
）
、
ア
ー
ト
マ

ン
を
有
す
る
の
で
も
な
い
（
目
貫
宮
ご
罠
『
）
。
行
以
下
の
支
分
も
同
概
で
あ
る
。
十
二
支
は
空
性
（
切
目
冒
圃
）
で
あ
る
か
ら
こ
の
行
輪

（
泊
）

（
ず
富
国
８
云
百
）
は
空
（
皆
。
。
四
）
で
あ
る
と
、
挽
か
れ
る
」
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
南
方
上
座
部
は
法
の
実
存
を
認
め
な
い
か
ら
、
縁

起
文
の
爽
荷
も
魁
め
な
い
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
『
荷
が
道
翁
』
に
は
、
十
二
繰
延
の
無
明
の
解
説
の
な
か
で
、
男
女
は
第
一
義
的
（
ロ
色
『
色
曰
弾
冨
冨
）
に
は
知
ら
れ
な

い
（
閨
一
言
ョ
凹
忌
）
が
、
趣
等
は
一
義
的
に
知
ら
れ
る
と
い
う
。
男
女
と
い
う
の
は
単
に
概
念
で
あ
っ
て
第
一
錠
的
で
は
な
い
が
、
趣
は

蔵
衆
の
義
（
『
勝
昌
一
一
国
）
、
処
は
処
の
義
（
凹
冨
国
富
二
一
己
）
、
界
は
空
の
義
（
⑩
昌
爵
三
愚
）
、
根
は
岫
上
の
繼
（
昌
一
】
｜
冨
昌
昌
一
富
）
、
識
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は
卯
の
錠
（
寓
言
三
富
）
な
ど
に
よ
っ
て
第
一
錠
的
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
南
方
上
腿
部
は
法
や
十
二
縁
起
の
支
分
を

（
Ⅳ
）

「
空
』
で
あ
っ
て
「
突
櫛
」
で
は
な
い
と
す
る
が
、
と
い
っ
て
男
女
の
よ
う
な
単
な
る
概
念
と
は
見
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
原
始
仏
教
で
あ
る
が
、
雑
河
合
経
に
は
「
第
一
義
空
経
」
と
称
す
る
次
の
よ
う
な
文
素
が
あ
る
。

「
云
何
為
第
一
義
空
経
、
讃
比
丘
、
眼
生
時
無
有
釆
処
、
減
時
無
有
去
処
、
如
是
眼
不
実
而
生
、
生
已
尽
滅
、
有
業
報
而
無
作
者
、
此

陰
滅
巳
、
鍵
陰
相
続
、
除
俗
数
法
。
耳
鼻
舌
身
恵
、
亦
如
是
説
。
除
俗
数
法
。
俗
数
法
者
、
訓
此
有
故
彼
有
、
此
起
彼
起
、
如
無
明
縁

行
、
行
繊
職
、
広
悦
乃
至
純
大
苦
楽
染
起
。
又
世
此
無
故
彼
無
、
此
滅
故
彼
滅
、
無
明
敏
故
行
滅
、
行
滅
故
激
減
、
如
込
広
悦
、
乃
至

こ
れ
は
眼
耳
鼻
舌
身
意
な
ど
第
一
義
と
し
て
は
猪
法
に
実
体
は
な
い
が
、
世
俗
諭
と
し
て
は
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
十
二
支
な
ど

（
、
）

の
支
分
が
》
て
の
代
表
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
、
先
の
『
折
浄
逝
論
』
が
越
処
界
は
第
一
錐
と
し
て
蝿
め
る
と
い
う
に
土
い
し
、
六
処
も
第
一
義
と
し
て
「
空
」
で
あ
る
と
い

う
の
で
あ
る
か
ら
、
よ
り
倣
庇
し
て
い
る
よ
う
に
蝋
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
俗
数
法
と
し
て
十
二
継
起
文
を
鰹
め
る
と
い
う
の
に
対
し
て
、

『
消
浄
道
鐙
』
は
支
分
を
「
空
」
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
川
譜
的
に
は
机
反
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
い
わ
ん
と
す
る
一
一
二
ア
ン
ズ
は
そ

れ
ほ
ど
異
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
要
す
る
に
原
始
仏
教
経
典
に
お
い
て
も
五
趣
や
十
一
一
処
十
八
界
が
一
切
法
す

な
わ
ち
現
象
を
櫛
成
す
る
要
紫
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
の
は
駆
実
で
あ
り
、
理
論
的
に
は
こ
れ
を
実
体
と
し
て
認
め
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
と
し
て
も
、
現
爽
懸
党
（
世
俗
流
）
と
し
て
は
蝿
め
ざ
る
を
郷
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

謝
莱
を
変
え
て
葱
え
ば
、
先
に
紹
介
し
た
拙
欄
「
原
始
仏
教
に
お
け
る
典
拠
と
人
Ⅲ
観
」
に
お
い
て
も
森
い
た
よ
う
に
、
紫
朴
な
次
元

で
そ
れ
ら
は
那
実
と
し
て
即
ち
目
の
前
に
あ
る
只
体
的
な
「
真
実
」
と
し
て
存
在
す
る
と
把
握
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
次
の
よ
う
に
も
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

行
、
行
繩
職
、

（
咽
）

純
大
著
聚
滅
」
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し
た
私
っ
て
、
搬
繍
『
蝋
始
仏
鐵
に
お
け
る
繊
趨
説
に
つ
い
て
ｌ
そ
の
磁
斜
磯
蕊
」
に
お
い
て
扱
っ
た
繊
超
資
料
は
、
い
く
ら
か
定

型
的
と
な
り
、
か
つ
体
系
的
と
な
っ
て
い
る
も
の
に
限
定
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
こ
こ
に
は
原
始
佛
教
に
お
け
る
縁
起
資
料
の
ほ
ぼ
全
体
が

含
ま
れ
て
い
る
と
い
っ
て
さ
し
つ
か
え
な
い
と
思
う
。

と
こ
ろ
で
上
紀
の
よ
う
に
「
繊
起
税
」
を
考
え
る
と
、
原
始
仏
教
綴
典
の
ほ
と
ん
ど
の
縁
起
脱
は
苫
と
そ
の
解
決
が
主
逝
と
な
っ
た
か

ら
、
そ
の
典
型
と
し
て
十
二
の
支
分
に
ま
と
め
ら
れ
る
方
向
に
進
ん
だ
が
、
有
為
法
の
範
囲
に
お
い
て
な
ら
、
有
為
を
椛
成
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
「
法
」
と
「
法
」
の
関
係
を
切
り
取
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
主
題
の
「
縁
起
説
」
を
榊
成
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

た
と
え
ば
、
遡
職
が
ど
の
よ
う
に
成
血
す
る
か
と
か
、
そ
れ
に
統
く
心
作
川
が
ど
う
生
じ
て
く
る
か
と
い
う
こ
と
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

そ
れ
が
先
の
資
料
整
理
の
な
か
の
「
苦
に
終
わ
ら
な
い
継
起
」
や
「
四
食
の
織
起
」
で
あ
り
、
苦
に
終
わ
る
け
れ
ど
も
識
や
六
処
か
ら
始

ま
る
認
識
が
焦
点
と
な
っ
た
縁
起
説
も
そ
う
し
た
と
こ
ろ
に
モ
チ
ー
フ
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

う
こ
と
に
な
る
。

（
釦
）

今
ま
で
十
二
縁
起
な
ど
の
支
分
を
有
す
る
縁
起
を
「
有
支
縁
起
」
と
呼
ん
で
き
た
が
、
『
婆
沙
論
』
巻
二
三
の
用
語
法
に
よ
れ
ば
、
こ
れ

は
有
怖
数
の
法
は
有
に
随
順
す
る
が
ゆ
え
に
「
有
支
」
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
単
に
「
支
分
が
あ
る
」
か
ら
有
支
縁
起
で
は
な
く
、

有
と
し
て
の
我
々
生
存
を
脱
明
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
「
有
支
級
起
」
な
の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
有
は
『
折
が
近
論
』
が
十
二
支
を

空
と
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
有
輪
も
空
で
あ
る
と
し
た
、
そ
の
「
有
」
に
相
当
す
る
。
よ
う
す
る
に
「
法
」
を
実
体
と
認
め
る
か
空
で
あ
る
と

す
る
か
は
兎
も
角
と
し
て
、
す
べ
て
は
有
為
が
現
象
と
し
て
現
れ
て
く
る
と
い
う
範
囲
で
議
論
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
っ
て
、
原
始
佛
教

も
税
一
切
有
部
も
南
方
上
座
部
も
こ
の
よ
う
な
感
覚
か
ら
十
二
縁
起
を
、
し
た
が
っ
て
「
支
分
」
を
捉
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
少
な
く
と
も
原
始
綿
散
（
竹
部
・
南
方
上
座
部
に
お
い
て
も
）
の
説
く
「
縁
起
説
」
は
有
為
を
榊
成
す
る

諸
要
素
を
支
分
と
す
る
縁
起
以
外
に
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
し
た
が
っ
て
論
理
的
・
形
而
上
的
な
因
果
関
係
は
含
ま
れ
な
い
と
い
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さ
ら
に
『
婆
沙
諭
』
の
巻
二
三
で
は
、
無
明
が
行
に
縁
た
る
こ
と
と
同
時
に
、
逆
に
行
が
無
明
に
縁
た
る
可
能
性
の
あ
る
こ
と
や
、
鵬

（
麹
）

肌
が
他
の
十
支
の
縁
と
な
り
う
る
こ
と
な
ど
も
否
定
し
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
十
二
縁
起
の
各
支
分
は
、
要
す
る
に
あ
る
主
題
の
も
と

に
柵
成
さ
れ
た
結
果
と
し
て
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
他
の
さ
ま
ざ
ま
な
主
題
を
持
っ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
分
と
さ
ま
ざ
ま
な
組
み
合
わ
せ
を

持
つ
縁
起
脱
が
成
立
し
う
る
こ
と
は
胤
川
の
こ
と
と
し
て
承
泌
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
原
始
維
典
に
は
、
な
ぜ
特
に
十
一
一
縁
起
の
よ
う
な
形
の
緑
起
説
が
説
か
れ
た
の
か
と
蘭
え
ば
、
『
裟
沙
論
』
は
、

｜
、
有
情
が
理
解
し
や
す
く
、
有
情
の
目
的
を
達
成
さ
せ
る
た
め

二
、
有
椚
は
三
布
に
随
順
し
、
行
の
鍵
が
妓
勝
で
あ
る
た
め

し
た
が
っ
て
、
排
に
終
わ
る
十
二
文
緑
起
を
代
世
と
す
る
縁
起
脱
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
縁
起
税
の
一
部
分
で
あ
っ
て
、
脈
始
佛
教
が
四
獅

鋭
や
無
常
・
苦
・
無
我
説
に
も
見
ら
れ
る
と
お
り
、
苦
し
み
の
解
決
と
い
う
こ
と
を
岐
大
に
し
て
か
つ
唯
一
と
謝
っ
て
も
よ
い
テ
ー
マ
と

し
た
た
め
に
、
そ
れ
ら
が
岐
大
多
数
を
占
め
た
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
は
後
の
阿
蝿
述
僻
で
も
十
分
に
蝿
撤
さ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
『
婆
沙
総
』
巻
一
三
一
で
は
、
お
ニ
」
ら
く
十
二
縁
起
説
以
外

に
、
六
因
・
凹
総
・
近
染
級
起
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
「
無
川
は
行
に
緑
た
り
、
な
い
し
生
は
老
死
に
縁
た
り
と

（
皿
）

税
く
を
Ⅲ
き
て
、
す
な
わ
ち
た
だ
こ
れ
の
み
が
縁
起
の
法
な
り
と
考
え
る
も
の
は
、
縁
起
に
殿
か
な
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
っ
て
い
る
。

ま
た
『
婆
沙
論
』
巻
二
四
で
は
、
同
じ
文
縁
起
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
文
縁
起
が
あ
る
と
し
て
、
一
縁
起
か
ら
十
二
縁
起
ま
で
を
列
挙
し
て

ま
た
こ
れ
ら
認
職
の
成
立
と
か
心
作
川
を
主
凹
と
す
る
縁
起
関
係
は
荷
う
ま
で
も
な
く
時
間
的
に
は
同
時
で
あ
っ
て
、
縁
起
が
異
時
的

な
も
の
ば
か
り
で
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
は
「
こ
れ
あ
る
と
き
彼
あ
り
、
こ
れ
無
き
時
彼
な
し
一
と
い
う
句
に
も
見
ら
れ

ろ
と
お
り
で
あ
る
。

ま
た

（殉］）

い
る
。
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一
一
一
、
狗
怖
が
撫
始
よ
り
生
死
に
恰
廻
し
て
苦
悩
す
る
の
は
有
竹
の
こ
と
を
知
ら
な
い
た
め

（
型
）

と
い
う
三
つ
の
理
由
を
上
げ
て
い
る
。
ま
た
『
低
く
、
論
』
巻
九
に
お
い
て
も
契
経
が
行
怖
数
縁
起
を
挽
く
の
は
「
為
適
他
懸
惑
」
と

（
鰯
）

し
、
こ
れ
に
対
し
て
一
切
の
有
為
法
を
対
象
と
す
る
縁
起
は
「
依
法
棚
（
一
画
恵
自
一
百
）
」
と
す
る
。
な
お
『
婆
沙
捻
』
で
は
十
一
一
縁
起
は

「
行
悩
数
縁
起
」
と
称
さ
れ
る
の
が
呰
迦
で
あ
り
、
こ
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
自
体
の
な
か
に
、
『
婆
沙
織
』
の
姿
勢
が
現
れ
て
い
る
わ
け
で
あ

（
翫
）

る
。
ま
た
「
倶
舎
総
』
に
も
同
概
の
一
回
及
が
な
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
こ
と
は
「
縁
起
税
」
に
、
普
週
的
な
意
味
が
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
先
述
し
た
よ
う
に
こ
の

根
底
に
は
「
縁
起
」
と
し
て
Ｑ
も
の
の
見
方
・
考
え
方
が
あ
り
．
仏
教
の
基
本
的
立
場
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

し
た
が
っ
て
「
縁
起
説
」
と
し
て
の
十
二
縁
起
説
は
、
こ
う
し
た
「
縁
起
」
と
し
て
の
止
場
、
も
の
の
見
方
か
ら
、
有
怖
の
苦
し
み
が

ど
の
よ
う
に
生
じ
る
の
か
緯
ま
た
そ
れ
を
ど
う
し
た
ら
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
を
発
見
し
、
こ
れ
を
衆
生
に
示
そ
う
と
し

た
も
の
で
あ
っ
て
、
「
絃
起
」
と
い
う
立
場
か
ら
説
き
だ
さ
れ
た
徴
税
の
な
か
の
一
つ
の
形
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
要
す
る

に
雌
始
仏
教
の
縁
起
に
は
、
理
法
（
□
富
ヨ
ョ
■
）
と
し
て
の
「
靴
起
」
と
、
こ
れ
を
土
台
に
し
て
形
成
さ
れ
た
現
象
耐
を
脱
明
す
る
便
宜

的
な
牧
睨
と
し
て
の
「
総
超
脱
」
の
二
而
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
い
う
趣
味
で
、
三
枝
氏
が
「
私
は
縁
起
胆
想
と
縁
起
説
と

を
一
応
Ⅸ
別
し
、
多
極
多
繊
で
雑
多
な
級
超
脱
を
述
べ
て
、
そ
の
雌
終
段
階
に
十
二
囚
絨
鋭
を
お
き
ま
す
』
と
い
わ
れ
る
趣
旨
に
践
成
で

（
幻
）

あ
る
。（
・
一
）
す
で
に
窟
旭
氏
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
中
村
元
氏
は
、
⑫
Ｚ
・
切
呂
の
、
蚕
⑩
ョ
罫
禺
：
篇
目
己
富
国
三
二
戸
㎡
盾
と
荷
う
文
瀬
と
、

疋
拠
句
が
十
一
一
絨
起
と
離
れ
て
、
独
肱
に
使
わ
れ
る
場
合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
古
形
の
鰍
起
鋭
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
「
織
起
説
の
原
型
」
瓦

阯
卜
』

十
○
曲

（
１
）
已
苔
目
、
、
皇
艶
国
は
さ
ま
ざ
ま
に
択
さ
れ
る
。
相
依
性
、
繊
性
、
こ
れ
を
緑
と
す
る
こ
と
、
此
縁
性
、
支
縁
性
、
支
線
起
、
有
支
縁
起
な
ど
で

あ
る
。
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グー、ヘゲー、￣、デー、

１８１７１６１５１４
、-ジ、-プ～ジ句一グ、一ン

〆￣、グー､グー、’－，デー、￣、

1３１２１１１０９８
出一〆､－ジ、－ザ角一’～夕、‐ジ 技

充
恩
氏
私
象
版
「

（
５
）
『
】
房
国
歯
罫
ニ
ヨ
ヨ

（
６
）
ご
Ｃ
ｌ
・
隙
つ
・
罰
ｌ
］
⑤

（
７
）
こ
の
こ
と
は
す
で

（
４
）

〈ハーー

（
鰍
）
例
外
に
は
加
肥
の
「
原
始
仏
教
に
お
け
る
線
起
悦
Ｉ
そ
の
盗
料
雅
班
」
に
於
て
述
べ
た
資
料
悉
暇
の
（
九
四
）
（
八
四
〉
（
八
五
）
と
い
声

く
浦
面

面
三
四
五

さ
れ
て
い
る
。
瓦
三
二

『
婆
沙
請
』
巻
二
三
大
正
二
七
頁
一
一
七
下

同
頁
一
一
八
下
「
仏
舎
講
』
巻
九
二
丁
型

水
野
弘
元
氏
は
「
縁
に
つ
い
て
」
の
中
で
、
「
因
や
線
は
阿
肥
述
醗
に
お
け
る
賑
法
の
関
係
論
の
一
種
で
あ
る
が
。
関
係
論
と
し
て
は
、
概
念

の
外
延
内
包
等
の
関
係
、
蛎
法
の
時
Ⅲ
空
川
的
な
生
滅
変
化
の
作
川
の
関
係
が
あ
り
、
因
や
緑
は
後
者
に
脚
す
る
こ
と
は
許
う
ま
で
も
な
い
」
と

届
‐
窟
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

瓦
五
二
六

三
三
五
巻
一
三
大
正
二
瓦
九
二
下

大
正
二
七
頁
二
六
下

大
正
二
七
Ⅸ
六
八
○
下
’
六
八
一
上

面
五
七
八

頁
五
二
六

頁
五
三
二
以
下

頁
五
一
八

こ
の
こ
と
は
す
で
に
、
「
原
始
佛
教
の
実
践
哲
学
』
で
和
辻
が
指
摘
し
て
い
る
。
「
我
々
は
縁
起
関
係
が
存
在
す
る
も
の
の
間
の
関
係
で
は
な

、
存
在
す
る
も
の
の
法
と
法
と
の
間
の
依
存
関
係
で
あ
る
こ
と
を
断
定
し
て
よ
い
と
思
う
」
瓦
三
○
一
ま
た
、
三
枝
充
悪
「
縁
起
の
考
察
」

瓦
四
七
七
ま
た
三
枝
氏
と
錆
争
さ
れ
た
宮
地
氏
も
、
こ
う
し
た
趣
旨
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

充
恩
氏
私
象
版
「
初
期
仏
教
の
縁
起
説
を
め
ぐ
る
論
争
」
に
よ
る
。
Ⅱ
一
七

『
】
房
国
凰
ニ
ヨ
ヨ
扇
『
原
始
佛
教
の
思
想
」
下

「
中
外
日
報
』
附
和
菰
四
年
六
月
一
四
，
三
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￣、尹声、￣、グー、デー、鈩へ〆へグー、
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西
）
い
う
ま
で
も
な
く
、
大
乗
仏
教
で
は
こ
れ
ら
の
法
は
空
で
あ
る
。
し
か
し
大
乗
仏
教
も
世
俗
法
と
し
て
は
漣
め
ら
れ
ろ
と
す
る
か
ら
、
こ
の
盗

勢
は
大
乗
仏
教
に
近
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
三
枝
充
息
「
紙
起
の
考
察
」
頁
四
四
の
紘
凹
五
参
Ｍ

大
正
二
七
瓦
三
九
下

大
正
二
七
瓦
二
七
下

一
二
右
－
左
中
村
元
「
ア
ピ
ダ
ル
マ
の
継
起
税
」
Ⅱ
七
二
一
参
照

巻
九
、
一
二
丁
型
以
降
ま
た
一
五
丁
没

『
中
外
日
報
』
昭
和
五
五
年
二
月
二
八
Ⅲ
私
掌
版
「
初
期
仏
教
の
糠
起
睨
を
め
ぐ
る
拾
兼
」
に
よ
る
。
頁
四
四

大
正
二
七
瓦
二
七
下

大
正
二
七
瓦
六
八
一
上

大
正
二
七
頁
一
二
二
上

９
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